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A giant left anterior mediastinal teratoma of 25司year回oldman was reported. Obstruc-
tion symptoms of the descending aorta suddenly arose from compression by the tumor. 
Removal of the tumor, 2050 gm. in weight, evidently brought good circulation in the pre-
viously ischemic abdomen and lower limbs. In the emergency operation, however, hヒ went
into shock, and death occurred 2 hours later. 
胸部外科の首及とともに縦隔腫必の症例数は年々増 は尤 )jへ移動しP 左胸部および左背部は打診上，絶対












刺により透明帯黄色液， 90ccをi'J，ストマイ p パス， れたのでP 左前縦隔奇形腫と診断確定した．
プレドニン等の投与を続けたが症状に変化なしかえ 経過．入院後の腫蕩の急速な発育ぷりから悪性化が
って陰影は拡大し， 38年 1月下旬から時々38℃1il後の 考えられ，術前準備をすすめていたところ， 2月18日
発熱とともに左顔面に＇＂腫をみるようになり，肋膜肢 から尿量が減少しp 19日午後2時頃ベッドに仰臥した
穿刺液中に膿様物質を認め膿胸を疑ったが培養では細 ままで｛叱，／iJ ）ものを取ろうとして手を伸ばした途端に
保1'.:"l'i:だった．その径い1FAl'.i土徐々に地恋するのでX 下半身が電牧！ぶとともにし 4トjL, 図4のよ弓にy腰
線像を再検討して肺腫磁の疑をもち外科の意見を求め ,;1；，下リi{i;＇.；から足先までi=白となり股動脈以下の持動


























ら剥離をすすめたのであるのp 腫癒を心持ち持ち上げ 3) X線写真読影上の誤り等である．
た途端p ショッグ状態となり血圧下I，手，脈樽触知不能 本例にみらjした圧j巳li:PJ主，左横隔膜神経麻岐によ
となりp 種々の強心剤p 昇圧剤を投与しながら急いで る横隔膜挙上p 静脈系圧迫による顔面浮乱肺気管系
腫湯の刻出を終ったけれどもシ可ツク状態から［1,i;i長せ 圧迫によるl安p 呼吸凶fイU 目白uC:'f変形，下行大動脈圧迫
ず閉胸2時間後に死亡した． 症状等ーであって，腫癒が巨大で食道圧排像を認めたけ
切除標本：：全刻出された腫疹は重量2050gm, 黄白 れども p 礁干 11~怜は全然なかった．武田は，膜下困難
色p 成人頭大，姉J性硬，表面は粗大癌状でp 断面は所 を自覚した15例中，食道圧迫を認めたのは 6例でp 他
々小J慶胞状で腫疹の中央部には l×l×0.3cm3の小骨 の9例では圧迫がなしむしろ原因として神経的因子
片を有する（図5). が考えられy 母指頭大の腫癖で圧迫症状を呈するもの



































縦隔腫については葛西 （1961）， 武田 （1962）等の詳 れている．本例では胸出鎌田践を認めなかったけれど
釘JIな乱視があるので，そJ.t等を参与にしながら＇ ~~りl もp さらに広範聞に亙って多散の組織標本を採取精査
でヨIJ味壱ひいた点を述べてみたいー すれば，あるいは胸腺組織を発見できたれも知れな
武田によれlt，発見当初から縦隔腫と診断されたも い．また本叩lの組織学的診断てれば悪性とは判定できな
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